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(57)【要約】

【課題】稼働中の騒音・振動が極めて小さく、メンテナ

ンス不要であり、構造の簡素化並びに小型化・軽量化を

比較的容易に実現することが可能な正逆微動回転弾性軸

受を提供する。

【解決手段】正逆微動回転弾性軸受５０は、正逆方向に

微動回転する軸体１の周囲に配置された一対の支持部材

５１，５２と、支持部材５１，５２にそれぞれ基端部５

３ｂ，５４ｂ側が係止され、軸体１の外周に先端部５３

ａ，５４ａ側が係止された板状弾性部材５３，５４と、

を備え、湾曲部５３ｃ，５４ｃを有する板状弾性部材５

３，５４のそれぞれの基端部５３ｂ（５４ｂ）側と先端

部５３ａ（５４ａ）側が、軸体１を挟んで対向する位置

に係止されている。

【選択図】図１
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